
①楽しくスポーツに出会う場
○体験イベントの開催
　・親子で参加するボールあそび
　・域内に活動の受け皿がある
　　種目の体験会
○保育所等と連携した取組
　・レクリエーションインスト
　　ラクター等の派遣　

③スポーツの専門的な
　　　　　能力を高める場
○トップ指導者による指導
　・トップ指導者の招聘
　・リモートを活用した指導
○広域で連携した取組
　・複数の市町村が連携した
　　強化プログラムづくり

就
学
前

小
学
生

中
学
生

④子どものスポーツ活動を支える人材の確保・育成
　　○スポーツ少年団指導者の拡充
　　○保育所等と連携した取組
　　○スポーツ推進委員の活動の充実

（R５年度）
○子ども・保護者へのニーズ調査
○指導者情報の収集
〇市町村事業への補助
　・子どものスポーツ環境整備推進事業費
　　補助金による財政支援
〇広域で連携する取組
　・広域スポーツハブ促進委員会の開催

調査結果の
整備・分析

地域における子どものスポーツ環境づくり（案）

現
状
・
課
題

・中山間地域では、身近な地域で継続して取り組むことができる競
技が限定されている。
・子どものスポーツ環境について、市町村ごとのニーズを把握する必要
がある。
・運動部活動の地域連携・地域移行などへの対応が求められている。
・令和５年度に新設した「子どものスポーツ環境整備事業」では、ス
ポーツ体験会などスポーツを始めるきっかけづくりを行う取組が多いが、
スポーツを継続させる取組が少ない。

地域の多様な関係者が連携した取組を推進

身近な地域で子どもたちが運動・スポーツに出会い、続けられる環境づくりや、指導者の確保・育成などの取組を推進

子
ど
も

指
導
者

取組内容

（R６年度）
○市町村事業への支援の充実
　・子どものスポーツ環境整備推進事業費
　　補助金において、右記の取組をメニュー
　　化した財政支援
　・スポーツ課のエリア担当者及び
　　県版地域おこし協力隊による
　　市町村事業への協力・助言・
　　提案等の支援の充実

○広域で連携する取組の充実
　・広域スポーツハブ促進委員会での課題の
　　共有・取組の検討
　・広域版アクションプランの策定
　・広域的な取組の調整・進捗
　　管理

伸ばす
深める

広域スポーツ促進委員会

　　　　　幼少期からの多様な運動・スポーツ機会の提供POINT

　
　ニーズに応じた運動・
　スポーツ機会の提供

POINT

※地域の実情に応じて、取り組めるターゲットから着手

支
援

・地域において、幼児期から運動やスポーツに親しみ、　　
　多様なスポーツを体験しながら自らの適性を見つけ、
　興味関心に応じてスポーツを続けられる場を市町村
　ごとに整備する。（運動部活動の地域連携・地域
　移行とも関連）
・市町村単独では対応が難しい課題やニーズに対して
　は、複数の市町村が広域で連携して対応する体制
　づくりを進め、民間とも連携して対応する。

取
組
の
方
向
性

市町村県

出会う
楽しむ

②自分にあったスポーツを見つけ、
　　　　　　　　　　　スポーツを続ける場
○複数種目を体験するサークル等の立ち上げ
　・放課後を活用した場づくり
　・地域スポーツクラブと連携した場づくり
　・大人の活動の場を活用した場づくり
○広域で連携した取組
　・複数の市町村が連携した体験プログラム

見つける
続ける

資料3-2

○市町村ごとに
　　・スポーツに出会う場
　　・スポーツを見つけ、続ける場
　　・スポーツの能力を高める場
　が整備され、身近な地域で子ど　
　も達が自分の希望する競技を楽
　しむことができる。

目
指
す
姿

新

1

県版地域おこし協力隊県版 地域おこし協力隊

拡



現状・課題

障害者がスポーツに親しめる環境づくり（案）

〇インクルーシブなスポーツ活動の推進　
　①インクルーシブなスポーツイベントの開催
　　・年齢や性別、障害の有無に関わらず、誰もが一緒に楽しめる
　　　イベントの開催
　②若者の障害者スポーツの参加拡大　
　　・大阪体育大学アダプテッド・スポーツ部を招聘し、県内大学生等を対象に、活動の紹介や、
　　　学生同士による体験活動を実施
　③ダンスを通じた取り組みの充実
　　・プロダンスチームと連携し、「ダンス」を通じて障害のある方もない方も一緒に楽しめるインクルー
　　　シブな活動を推進

〇全国や世界を目指す強化活動支援
　・全国大会以上の入賞を目指す選手の強化活動を支援・優秀な競技
　 成績を有する選手を強化選手として指定し、さらなる競技力向上に向け
　 て活動を支援

〇障害者スポーツセンターを核とした障害者のスポーツ参加拡大
　　・地域のスポーツ活動と障害当事者のマッチング
　　・パラスポーツ指導員の養成
　　・全国障害者スポーツ大会及び中四国ブロック大会への派遣
　　・高知県障害者スポーツ大会の開催
　　・障害者スポーツの情報発信
　　・障害者スポーツの理解啓発

〇障害者の活動の受け皿づくり
 　　・エリアごとに障害者スポーツの受け皿となるスポーツクラブ等の
　　　活動づくりに向けた取組を推進

〇有望選手の発掘・育成　
　・中央競技団体等と連携した選手の発掘・育成を行う仕組みの検討

〇リモートを活用したスポーツ機会の提供
　　・特別支援学校卒業生へのZOOMを活用したスポーツ情報の提供
　　・地域クラブ等が行うリモートを活用した障害者施設等への運動・スポーツの提供支援

〇市町村が行う障害児のスポーツ活動の充実
　　・子どものスポーツ環境整備推進事業費補助金による財政支援

〇障害者スポーツ大会や合宿の誘致
　　・障害者スポーツの全国大会やトップチームの合宿を誘致

取組の方向性

取組内容
①障害者のスポーツ活動支援 ②身近な地域におけるスポーツ機会の拡充

③全国や世界を目指す選手の発掘・育成

〇障害者が活動できる場が少なく、スポーツに関する情報が障害当事者や関係者に十分に届いていない
〇全国や世界を目指して活動している障害者は増加傾向にあるものの、まだ少なく、そうした活動を支援する体制も十分でない
○障害者スポーツに関心がある者の割合は高いとは言えず、障害者のスポーツ大会等を間近で見られる機会も少ない

〇障害者が身近な地域でスポーツに親しめる機会を増やすとともに、地域における障害者の活動を支援する体制づくりを進め、県内の全ての
　地域において障害者のスポーツ参加の拡大を図る
〇競技力向上を目指して取り組む選手の活動を支援するとともに、将来有望な選手を発掘・育成し全国や世界を目指す選手の増加を図る
〇障害者スポーツの全国大会やトップチームの活動を間近で見られる機会を増やし、障害者スポーツの理会啓発及び気運の醸成を図る

目指す姿
〇地域ごとに、パラスポーツ
　指導員などを中心に、地
　域ごとに障害者のスポー
　ツ活動を支援する体制が
　整っている。
○地域ごとに障害者が活動
　できるクラブやスポーツ機会
　がある。
○全国や世界の競技大会
　を目指す選手を支援する
　体制が整っている。

新

新

新

新

新

2



地域における既存のスポーツ活動の充実や学校部活動の地域移行を含めた新たな活動の展開を見据え、高知県スポーツ協会をはじめとするスポーツ団体や県教育委員会等と連
携し安定的な指導者の確保（掘り起こし・育成・マッチング）に向けた体制づくりを行う
　【掘り起こし・育成】　地域住民や企業の職員、大学生等を新たな指導者として発掘するとともに、指導者資格の取得促進及び各種研修会等の充実を図る
　【供給体制の構築】 地域の依頼に応じて指導者のマッチングを行うとともに、効率的なマッチング体制の構築に向け、指導者のリスト化や運用手法等を検討する

スポーツ指導者の育成及びマッチング（案）

●新たな指導者となりうる地域住民の発掘
　・スポーツ活動を行っている子どもの保護者
　　やスポーツ推進委員、体育会で活動して
　　いる地域住民、教員や行政職員の退職
　　者等を新たな指導者として発掘

●域内のスポーツ指導者のリスト化
　・既存のスポーツ指導者や新たに発掘した
　　指導者を市町村単位でリスト化

●学校部活動や総合型地域スポーツクラ
ブ等の要請に応じたスポーツ指導者のマッ
チング
　・窓口、担当者を設定し、学校や地域ス
　　ポーツクラブ等からの要請に応じて対応

＜域内で指導者が確保できない場合＞
　●スポーツ団体や県へ問い合わせ

【掘り起こし・育成】
　〇公認スポーツ指導者資格を取得・更新するための講習会の実施
　〇各種研修会の実施
　〇新たな指導者の養成に向けた検討・調査（企業・大学生・地域ス
　　ポーツ団体等への意向調査）
【マッチング】
　〇スポーツ団体、スポーツ課、県教委が各々にスポーツ指導者リストを作
　　成・管理
　〇スポーツ団体、スポーツ課、県教委の連携によりスポーツ指導者を紹介
　〇大学等と連携したICTを活用したオンライン指導のモデル事業の実施
　〇一元的な指導者情報の管理及びマッチングの運用について検討

全体のイメージ

市町村等の依
頼に応じて紹介

　　　

令和６年度

●既存のスポーツ団体に加盟する人材や
　関係者の資格取得促進

●指導者資格取得講習会の実施
　・日本スポーツ協会公認資格
　・日本レクリエーション公認資格
　・健康・体力づくり事業財団公認資格
　・日本パラスポ－ツ協会公認資格

掘り起こし
育　　　成

マッチング

●有資格者のリスト化及び紹介
　・高知県スポーツ協会
　・高知県レクリエーション協会
　・健康運動指導士協会
　・障がい者スポーツ指導者協議会

●企業や大学、地域の人材の掘り起こし
●地域の指導者として活動できる教員の把握

●県教委による指導者研修の実施
　　・運動部活動指導者を対象とした研修
●SSCによるスポーツ医科学研修の実施
　　・科学的な根拠に基づいた指導に関する研修
●民間団体と連携した研修の実施
　　・子どものやる気を引き出す指導等について学ぶ機会

●企業の人材や大学生、教員など有資格指導者以外
　の指導者のリスト化及び紹介
　　・企業の人材、大学生→スポーツ課
　　・教員→県教委保健体育課

指導者情報の
共有

指導者情報や
問合せ情報の

共有

【リスト化に必要な情報】
　・種目
　・指導可能な時間
　・指導可能なエリア
　・指導可能な世代
　・対面・リモート指導　等

安芸

物部川

嶺北

仁淀川

高幡

幡多

地域単位で整理

資格取得や
各種研修の
受講促進

発掘した人材
の資格取得や
研修受講促進

県・県教育委員会スポーツ団体 市町村

令和５年度
今後の展開

【マッチング】
　○地域のスポーツ指導者に関する調査（大学・企業）を活用したマッチング　
　○スポーツ団体、スポーツ課、県教委が各々にスポーツ指導者リストを活用した紹介
　○一元的な指導者情報の管理及びマッチングの運用について検討

【掘り起こし・育成】
　○子どもが体を動かす楽しさを味わえる指導法などを学ぶ講習会の実施
　〇市町村や競技団体と連携した新たな指導者の掘り起こし
　〇公認スポーツ指導者資格を取得・更新するための講習会の実施
  〇各種研修会の充実
　　　(・SSCによるスポーツ医科学研修 ・ICTを活用したグッドコーチ研修等）

　

　　　

目指す姿

○地域ごとのスポーツ指
　導者リストが整っている
（競技ごとのスポーツ指導
　者が確保されている）

○地域のニーズに応じて
　スポーツ指導者を紹介
　する仕組みが構築され
　ている

新

新
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○アスリート・指導者等・受入れ企業の登録要件
　　

○スポーツ課に「無料職業紹介所」を開設
　（※「アスリート等就業支援バンク」に登録していない方も利用可能）

○随時個別にヒアリングを行うなどマッチング希望者への伴走支援

○民間企業や自治体等が主催するマッチングイベント、合同説明会への
　出展

アスリート・指導者のキャリア支援（案）

○県ホームページ等による
　制度の周知

○アスリートや指導者の雇
　用やサポートに関心のあ
　る企業の掘り起こし

◆運用イメージ

１.情報発信／掘り起こし ２.登録 ３.マッチング支援 ４.マッチング

○「アスリート等就業支
　援バンク」の設置

・スポーツ課にアスリートや　
 指導者を登録する就業
 支援バンクを設置し、マッ
 チング支援を希望すアス
 リートや指導者、企業を
 登録 ※ＵＩターンサポートセンターをはじめとする、県内への

 移住・定住、就職を支援する関係機関と連携したサポート
 を実施

○企業への採用
　・マッチングの仕
   組みを活用して
   アスリートや指
   導者が県内企
   業に採用

○受入企業の紹
  介や受入企業へ
  の情報提供

◆アスリート等就業支援バンク

◆令和６年度のスケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

無料職業紹介所の開設

「アスリート等就職支援
バンク」の登録開始

マッチング支援【随時】

4

○登録したアスリートや指
　導者に登録企業の情
　報を提供

○登録した企業に登録
　アスリート等の情報を
　提供

○合同説明会の情報を
　登録者・登録企業に提
　供
　

３.登録者への情報提供

＜企業＞
　 ①県内に本社を有すること
　 ②健康保険及び厚生年金保険の適用事業主であること
　 ③労働災害補償保険の適用事業主であること
　 ④アスリートの雇用は、労働基準法の基づく労働契約の期間
      の定めのない正規雇用であること
　 ⑤アスリート等の競技活動を支援すること
　 ⑥雇用したアスリート等を県内事業所に雇い入れること

○アスリートや指導者の企業就職を支援する仕組みがないた
　め、有望な選手が県外に就職しているケースがある
○一般的な就職／中途採用とは異なるサポートが必要となる
　が県内に対応できる窓口がない

現
状
・
課
題

○有望な選手や指導者を県内企業に受け入れる仕組み
　の構築
○アスリートや指導者が県内で就職・活動を続けるための
　サポート窓口を開設し、マッチングを支援

取
組
の
方
向
性

○アスリートや指導者と県内企業をマッ
　チングする仕組みが構築されている。
○マッチングの仕組みを活用して県内企
　業への受入れが進んでいる。

目
指
す
姿

新

＜指導者等＞
　 ①県内で最低3年間はコーチングやサポート活動を継続し、
　　 国民体育大会などの全国大会で上位入賞を目指す選
     手の育成に意欲を持つ者
　 ②全国大会でベスト８以上の成績を残した選手を中心的
     に コーチングやサポートをした実績がある者
　 ③②と同等の実績があると認められる者

＜アスリート＞
　　①県内に居住する者
　　②県スポーツ協会に加盟する競技団体の推薦を受けられる者
　　③県内で最低3年間は競技を継続し、国民体育大会などの
　　　全国大会で上位入賞を目指す意欲を持つ者
　　④国際大会への出場実績がある者
　　⑤全国規模の大会におけるベスト８以上の成績がある者



インバウンド向けのスポーツツーリズム施策の強化（案）

○　アフターコロナにより、インバウンド需要が増大。本県においても台湾との定期チャーター便、クルーズ船の増（R5年
度は過去最多寄港見込）、大阪万博に見据えたインバウンドの取組を推進しているところ。

○　外国人旅行者は、サイクリングやマラソン等、自然環境を活かしたスポーツ体験への関心が高く、スポーツツーリズムに
よる訴求力が期待される。

⇒　これを好機と捉えインバウンド向けのスポーツツーリズム施策を強化し、スポーツを通じた活力ある県づくりを推進。

 背景・目的

〇　市町村等と連携して、インバウド向けのスポーツツーリズムのコンテンツを創出・磨きあげ・整理し、プロモーションに活用。
  　（例：ゲートウェイとなる高知空港や高知新港、主な立ち寄り先を起点とした、インバウンド向けサイクリングコース設定等。）

〇　高知龍馬マラソンやサイクリングイベントなど、県内で開催されるスポーツ大会へのインバウンドの取り込み拡大。

〇 インバウンド向けスポーツツーリズムコンテンツ集を、海外の展示会でプロモーション、現地代理店を通じた海外の旅行会社へ売り込み。
 

〇 高知龍馬マラソン等、県内で開催されるスポーツ大会を用いたツアー造成を海外の旅行会社に提案。
〇 スポーツツーリズムのweb・SNSサイト「スポる高知」に、外国人インフルエンサーを起用し外国人の閲覧機会を拡大。
〇 KVCAと連携し、海外向けサイト「VISIT KOCHI JAPAN」でもスポーツツーリズムに関する情報発信を強化。
3

〇 VISIT KOCHI JAPANに、スポる高知のリンクバナーを掲載。

（２）プロモーション

〇 県内の事業者等が行う、サイクリングツーリズムなど、インバウンド向けのガイド養成、プロモーションの強化等に向けた講座を開催。

（３）人材育成

（１）コンテンツ造成

〇 スポーツ課、庁内インバウンド関係課等（国際観光課、港湾振興課、KVCA等）との定例会開催（情報共有、取組のPDCA）。

推進体制
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 目指す姿

新

新

新

新

新

〇 地域における持続可能なスポ
　　ーツツーリズムの推進

新

新

〇 県外（海外）からのスポーツ
　　を通じた入込客数：12万人    
                              （R9年）



「スポーツに関する連携協定」による取組の推進

高知県・須崎市大阪体育大学　　 PERF株式会社

これまでの主な取組

R6

R４.3.25締結

スポーツに関する連携協定を締結している機関などと連携し、本県のスポーツ振興や教育の振興などにつなげる取組のさらなる充実を図る

R５.２.24締結

高知リハビリテーション専門職大学
これまでの主な取組

R6

R５.４.６締結
株式会社阪神タイガース パナソニックスポーツ株式会社

これまでの主な取組

R6

これまでの主な取組

R6

R４.９.13締結 R３.12.27締結

〇若者の障害者スポーツへの参加促進
　　大阪体育大学アダプテッド・スポーツ部(※)を招聘し、県内大学生等を対象にアダプテッド・
　　スポーツ部の活動の紹介や、学生同士による体験活動を実施

○安芸市営球場での秋季キャンプ、ウエスタンリーグ公式
　戦、子ども向け野球教室の開催
○甲子園球場公式戦での高知県・安芸市による冠協
　 賛試合の開催

○埼玉パナソニックワイルドナイツ（ラグビー）の
　高知キャンプの開催

○スポーツ医科学サポートの充実に向けた連携
　高知リハビリテーション専門職大学の「スポーツ
　サポートセンター」と連携し、高知県スポーツ科
　学センターが連携し、各競技団体が行う体力
　測定のサポートやスポーツ医科学面からの選手
　サポートの研究等を実施

〇リモートを活用したダンス活動
　　複数の地域において、プロのダンスチームによるリモートでのダンスレッスンやDリーグ
　　観戦などをリモート機器を活用して実施

〇地域におけるスポーツ指導者の育成　
　　大阪体育大学が開発した「学生を部活動指導員等に育成するプログラム”グッドコーチ
　　養成セミナー”」を活用し、県内の大学生や企業等の人材を、新たな地域のスポーツ指
　　導者として育成

○学生による小学生等へのスポーツ指導の実施
○地域のスポーツ指導者の育成に向けたセミナーの実施
○スポーツ推進委員研修会や運動部活動指導員研修会での講演　
○くろしおキッズの合宿受入　　等

これまでの主な取組

R6
〇ダンスを通じたインクルーシブなスポーツ活動の実施
　　個人の能力に応じたパフォーマンスで楽しむことができる”ダンス”を通じて、障害のある
　　方もない方も一緒に活動するダンスサークルを地域に立ち上げ、継続的な活動を行
　　うとともに、発表の機会としてのイベントを開催

○プロのダンスチームのスポーツ体験イベント「スポーツJAMフェスタ」
　への出演
○プロのダンスチームによる小学校等を訪問したダンスレッスン
○高知県スポーツツーリズムポータルサイト「スポるKOCHI」への出演

○高知県スポーツ科学センターで行われる体力測定の
　補助の実施
○高知県スポーツ科学センタースタッフへの研修を実施

障害者理解
若者の参加促進

地域の人材確保

障害者理解
スポーツ機会の拡大

中山間地域における
スポーツ機会の拡大

スポーツ医科学の
活用の拡大

競技力向上
スポーツ機運の醸成

本県のＰＲ

新 新

新

拡

拡

○阪神タイガースとの取組の拡充
　キャンプや公式戦、子ども向け野球教室、
　公式戦での冠協賛試合の継続開催、
　選手等の県プロモーションへの起用、
　選手等との交流イベントの開催等を実施

拡

○合宿等の開催に向けた継続した誘致活動
　及び連携強化
　サッカー、バレーボール等のチームへの誘致
　活動を継続し、本県での合宿・大会の開催を目指す

競技力向上
スポーツ機運の醸成

拡
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※アダプテッドスポーツ:一人ひとりの身体の状態に合わせてルールや道具を工夫
                          してみんなが平等にプレイできるようにしたスポーツ



スポーツにおけるデジタル技術の活用（案）
現
状
・
課
題

○中山間地域においてスポーツを行うための移動に負担がかかる場合がある
○継続するコロナ禍においてスポーツを続けられる環境づくりが必要
○「みる」「する」「ささえる」といった多様なスタイルでスポーツを楽しむことが求められており、より気軽にスポーツに触れ合うことができる工夫が必要
○選手の育成・強化においてデジタル技術の活用はまだ少ない

【

取組内容

【

リモートやVR・AR等を活用したスポーツ活動の推進

・中山間地域における移動面の負担を軽減するとともに、広域で連携したスポーツサービスの提
供を進め、スポーツ参加の拡大につなげる
・VRやARなどの新たなスポーツの楽しみ方により幅広い世代のスポーツ参加につなげる

【

競技力向上に向けたデジタル機器の活用

目　　的

〇Dリーグ（ダンスのプロリーグ）所属のプロのダンスチームによるリモートでのダンスレッスンやDリーグ
　 観戦などをリモート機器を活用して実施
○総合型地域スポーツクラブ等が健康づくりや生きがいづくりに向けて、リモート機器を活用した
   スポーツ機会を提供する取り組みを支援する
○地域のスポーツ指導者等の指導力の向上を図るために大学等と連携したリモートによるスポー
   ツ指導や研修を実施する
○VRやAR等を活用した新たな方法で楽しめる機会の提供

取組内容

期待される効果

・大会の動画配信により、リアルタイムでトップコーチから指導が受けられとともに、試合における技
術や戦術の分析につなげ競技力の向上を図る
・競技団体やスポーツ科学センターにおけるデジタル技術の活用により、効果的な練習やスポー
ツ医科学サポートの実践につなげる

目　　的

○各種スポーツ大会の動画の配信及び分析
○競技団体における技術や戦術の向上につながるデジタル機器の活用の促進
○高知県スポーツ科学センターにおけるデジタル機器のさらなる活用
　　・短距離走のタイムをワイヤレスで自動かつ正確に測定できる機器
　　・自転車こぎ運動により心肺機能等を評価する機器　　　　　等

取組内容

【

スポーツ情報の発信・活用の強化

【

スポーツ医科学面からのサポートの拡充

・スポーツ情報の発信を強化し、県内外のより多くの方が本
　県のスポーツを知る、スポーツに触れる、スポーツをすること
　につなげる

目　　的

○R5に統合した「こうちでスポーツ」と「こうちスポーツNAVI」において、県立スポーツ施設のweb
　予約や市町村のスポーツ施設一覧、県内のスポーツサークル活動の募集等を一元的に情
　報発信できるよう強化して運用
○県内のスポーツツーリズムの情報を一元的に発信するサイト「スポるKOCHI」
　について、外国人インフルエンサーの活用等によるインバウンドの取組や、
  家族連れを意識したアクティビティの記事・動画配信等を強化して運用

取組内容

・スポーツ医科学のリモートの研修やサポートを実施し、指導者等の指導力の向上を図るとともに、
スポーツ医科学の活用の増加を図る

目　　的

○高知県スポーツ科学センターが行うリモートによるスポーツ医科学研
　修やトレーニング指導等の実施
○高知県スポーツ科学センターにおけるデジタル機器のさらなる活用
　　・立位が困難なパラアスリートなどの体組成を仰臥位で測定する機器
　　・ヘモグロビン量を推定しコンディションをモニタリングできる機器
　　・ウエイトを持ち上げる速度をモニタリングするための機器

取組内容

○中山間地域における多様なスポーツサービスの拡充
○スポーツの新たな楽しみ方の拡充によるスポーツへの関心の高まり

期待される効果

期待される効果 期待される効果

○県内のスポーツ施設、スポーツイベント、スポーツサークル等の検索が簡易になり、スポーツに出
　会う機械の増加によるスポーツ参加の拡大
○本県の魅力的かつ旬なスポーツ情報の提供により、県内への誘客増加や県内のスポーツによ
　る交流人口の拡大

○試合直後にリアルタイムでコーチから指導が受けられることによる選手の競技力の向上
○強化選手以外の選手や指導者の指導力の向上
○より詳細に個々の体力を把握することによる競技力向上につながるトレーニングの推進

○障害のある方の身体の状態が測定可能になることによる障害者スポーツの競技力向上
○運動中の身体への負荷の状態や運動の質を見える化することによる、個々に応じた効果的・

 　効率的なトレーニングサポート

新
拡

拡
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新「こうちスポーツNAVI」

拡

拡

拡


